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【平成25年度】
・国際交流基金運営費交付金 12,495百万円の内数【一般会計】

施策の内容

平成23年度
国際交流基金の国内外のネットワークを活用し、公演、展示、映像等様々なジャンルを組み合わせた複
合的・総合的な文化事業を諸外国において集中的に展開。福島をはじめとする被災地本来の多様で魅
力あふれる文化と復興に向かう姿を海外に積極的に発信し、日本再生に関する外国の理解を増進する
とともに、震災による海外での風評被害等のイメージダウンの回復を図る。

平成24年度
福島をはじめとする被災地への連帯意識の長期的な継続と深化を目指す。国際交流基金のネットワー
クを活用し、文化芸術を通じて日本・被災地と海外とを結ぶことにより、震災後に世界中で高まった日本
への関心をより深い日本理解に繋げ、引き続き復興に向かう日本の姿や東北地方本来の魅力を伝えて
誤解や偏見を是正するとともに、震災体験を国際的に共有・継承し、また、被災地の文化の復興や新た
な創造に向け、地域と海外との協働の場を作る。

平成25年度
過去2年間の実績を踏まえ更に引き続き、諸外国の被災地に対する連帯意識の長期的な継続と深い理
解の促進を図る。展覧会の巡回や映画・ドキュメンタリーDVDの上映、専門家派遣による講演・対話事
業や公演・実演等の継続実施により、25年度も引き続き、福島を含む被災地が本来どのような風土・文
化を育んできたか、また3.11後どのように復興に向かおうとしているかを世界に着実に伝える。諸外国
の被災地への理解を深め、誤解や偏見を取り除くこと、被災から復興に向かう体験を国際的に共有し、
地域と海外とを文化を通じて繋ぐことを目指す。

施策の進捗状況及び今後の予定

平成23年度
東北民俗芸能等公演（１件（３か国８都市）実施済み）、震災復興・東北の魅力をテーマとした展覧会（２
件（２か国２都市）実施済み）、復興・再生をテーマとした映画等の外国語字幕付DVD配布・上映（126か
所配布（86か国138都市上映）実施済み）から成る総合的な文化事業の中で、福島の自然風景、祭り、
人々の姿や、福島を含む被災地において震災から１年の間に実施または計画された50以上の建築プロ
ジェクトを紹介した。特に、福島を舞台としたドキュメンタリー（「東北　夏祭り　～鎮魂と絆と～」「がん
ばっぺ　フラガール！　～フクシマに生きる。彼女たちのいま～」）の上映においては、震災後の福島が
風評を乗り越え復興に向かう姿を世界に伝えた。

平成24年度
被災地の芸術家・専門家による海外公演・実演等（４件（６か国11都市）実施済み）、被災地復興担い手
による講演・対話事業（10件（７か国10都市）実施済み）、被災地での文化芸術活動支援とその成果によ
る交流事業（４件（５か国参加。被災地６市町で活動）実施済み）から成る文化事業の中で、福島を含む
被災地本来の魅力的な風土・文化、復興に向けた建築や都市再生に向けた歩みを紹介し、また、福島
における外国人の美術制作活動支援を行う等により、被災地の文化の復興や新たな創造に向けて地
域と海外との協働の場を作った。

平成25年度

予算措置の状況
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平成25年度
23年度に制作した復興建築展や東北写真展、東北工芸展の諸外国での継続開催（４件（４か国４都市）
実施中、さらに15件程度実施予定）、同じく23年度に制作し世界各地に配布した、復興・再生をテーマと
する、あるいは被災地を舞台とするドキュメンタリーや劇映画の外国語字幕付DVDの継続上映（１件（１
か国１都市）実施済み、さらに世界各地にて実施予定）、24年度に実施した復興担い手の海外派遣によ
る講演・対話事業の継続実施（２件（２か国２都市）実施済み、さらに10件程度実施予定）により、25年度
も引き続き、福島をはじめとする被災地本来の風土・文化の魅力や復興に向かう姿を世界に紹介し、被
災地と海外とを繋ぐ場を提供する。


